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要  旨  

非対面で行った 2021 年度「書道研究Ⅰ」の実践から見えた非対面書道授業の効果と課題を報告する。履修学生の毎授業後の振り

返りコメントとレポートを基に、非対面の効果と課題を探った。非対面のメリットとして、「課題に集中できる」「作品鑑賞の充

実」が挙げられた。一方、デメリットとしては、「リアルタイムの指導が受けられない」「学生同士交流しながら課題に取り組むこ

とができない」が挙げられた。書道という実技指導・学習を行っていく上で、対面でなければ対応できない部分も具体的に明らか

となった。対面、非対面のそれぞれのメリットを生かした書道授業の充実につながる示唆を得られた。 

 

キーワード:対面・非対面、書道、臨書、創作、鑑賞 

 

1． はじめに 

従来、大学授業の開講形態は対面が基本であっ

たが、2020 年の感染症拡大により、非対面授業が

広く導入された。毛筆を使用する実技を含む書道

の授業に関しても、非対面による実施が必須とな

り、授業内容の充実を確保するための工夫が求め

られた。当初は毛筆実技を指導する授業であるた

め、対面以外の授業形態を教員が想像しにくく、

また、履修する学生も授業への取組方に戸惑いが

見られた。教員・学生共、Moodle や Zoom の使用

にも不慣れな部分があり、それらの機能を十分に

使用できない状態でのスタートであった。 
今回取り上げる授業「書道研究Ⅰ」は 2021 年

度後期に実施しており、教員・学生双方が非対面

授業にかなり慣れてきた時期のものである。本稿

では非対面で実施した（一部の学生は対面）「書道

研究Ⅰ」での授業展開を報告し、学生の振り返り

コメントとレポートに基づき、非対面による書道

授業の効果と課題を明らかにしていく。 
 

2． 非対面による書道授業実践  

書道に関する授業の非対面実践報告としては、

廣瀬（2020）、冨山（2020）、森（2021）が挙げら

れる。 
廣瀬（2020）では、2020 年度に行われた書道関

係の複数授業での取組が報告されている。Zoom
を使った授業が展開されているが、まず、突然の

非対面授業対応への教員・学生の困り感、また、

困り感への具体的な対応が報告されている。実際

の授業では、理論面、作品鑑賞において、非対面

でも十分な効果が見られたとしている。さらに、

毛筆実技の習得を目指す動画では、作成時の撮影

角度の工夫が重要であるという点を指摘してい

る。 
冨山（2020）は、毛筆実技指導が中心となる書

道授業の実践を報告している。大学のポータルサ

イトも使用し、15 回の授業の内 7 回を非対面で実

施し、学生の振り返りから非対面の成果と課題を

導いている。廣瀬（2020）と同様に、実技指導に

資するための動画教材の作成の必要性を課題と

して挙げている。 
森（2021）では、Teams を使用した非対面授業

の報告がなされており、毛筆範書の撮影角度の工

夫が述べられている。また、書道授業を充実させ

るため、書道字典や筆順字典などの利便性のある
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アプリケーション等の ICT 活用の有効性につい

ても報告している。 
これらの報告から、毛筆実技指導の際には、実

技動画、または、範書を学生に提示する際のカメ

ラの位置や提示の工夫に取り組む必要があるこ

とがわかる。平面的な PC 画面上で学生が毛筆の

動きを把握するには、同時に複数の角度からの撮

影、提示が望ましい形であり、今後は更に動画や

範書提示の工夫が必要とされるであろう。 
 
3．「書道研究Ⅰ」授業 

3.1 授業概要 
 2021 年度「書道研究Ⅰ」は Zoom を使用した非

対面（同時双方型）であり、Moodle も併用した。

学生は 14 名であり、2 年生 5 名、3 年生 7 名、4
年生 2 名である。全員、毛筆実技に必要な基礎力

を身に付ける授業 1)を既に履修済である。実際の

受講は、10 名が非対面、3 名が対面、1 名が対面・

非対面で受講した。対面受講の学生も常に Zoom
につなぎ、学生全員が Zoom でつながるようにし

た。 
 
3.2 授業内容 
 「書道研究Ⅰ」では、次の 3 点を学習目標とし、

授業内容を設定した。 
 1）書の学び方を知り、自律的に学ぶ力を身に付 

ける。書論の講読も行いながら、具体的な古 
典の臨書を行い、毛筆表現力の向上を目指す。 

 2）様々な表現方法を言葉で説明できる力を身 
に付ける。 

 3）運筆力を高め、創作活動を行う。 
 3.1 で述べたように、学生は既に楷書の基本点

画の運筆など毛筆基礎力は身に付けていること

が前提であり、それを基盤にさらに運筆の幅、表

現力を広げることを目指した。 
 臨書作品や創作作品は授業の最後に Zoom カメ

ラをオンにし、作品を全員が見られる状態にして、

自分で頑張った点、難しかった点や次回頑張りた

い点について簡潔に話し、全員で共有する時間を

設けた。 
 また、授業後には毎時振り返りコメントを

Moodle に提出するようにし、理解できたことや疑

問点、また、自身の作品についての説明等、書表

現に関する内容を言葉で説明する力を伸ばすこ

とを意識した。コメントに対しては、次の授業の

際にクラス全体に FB を行った。 
 臨書作品や創作作品については、写真を Moodle
に提出するよう伝え、写真を見て、教員が各学生

にメールで FB を行った。内容によっては、クラ

ス全体での FB も行った。 

 第 4 回～7 回の楷書臨書で取り上げた古典は、

『九成宮醴泉銘』6 名、『孔子廟堂碑』5 名、『雁塔

聖教序』1 名、『多宝塔碑』1 名、『張猛龍碑』1 名

である。また、第 8～11 回の行草書臨書で取り上

げた古典は、『蘭亭序』10 名、『風信帖』2 名、『集

王聖教序』1 名、『書譜』1 名である。 
この授業では自律的に学ぶ力を身に付けるた

めに、教員の範書を先に見せるのではなく、まず

は自分で古典を十分に観察し、どのような運筆か

ら生まれた点画なのかを考えながら臨書を行う

こととした。教員は、授業内での作品説明、振り

返りコメント、作品写真を見て、課題となる運筆

回 内容 
1 オリエンテーション、アンケート 
2 書論『書譜』講読、書の学び方① 
3 書の学び方②－臨書の方法、古典紹介－ 
4 楷書①  

楷書、行草書の臨書古典は教

員が提示した中から学生が

選択。 
授業終了前 15 分～20 分を使

用し、学生全員が臨書作品を

カメラに映しながら説明。 

5 楷書② 
6 楷書③ 
7 楷書④ 
8 行草書① 
9 行草書② 
10 行草書③ 
11 行草書④ 
12 創作①－原稿作り－ 
13 創作② 
14 創作③ 
15 創作作品発表・

鑑賞 
受講者全員がカメラに創作

作品を映しながら説明。 

表 1 2021 年度「書道研究Ⅰ」授業内容  

図 1 授業の流れ 

①Ｓ：各自で古典臨書 

②Ｓ：作品説明

（口頭で全体へ） 

③Ｓ：振り返り

コメントと作品

写真提出 

④Ｔ：作品写真と

振り返りコメント

に FB 

⑤Ｔ：授業で

FB、範書 
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を次週に範書として提示した。 
授業は図 1 のように、①個人での臨書や創作活

動を行い、②授業最後に作品を見せながら口頭で

説明をし、③教員に作品写真と記述した振り返り

コメントを送り、④教員が各学生に FB を行い、

⑤授業で教員が各学生の作品やコメントに基づ

き FB と範書を行うという流れを繰り返した。 
 
3．振り返りコメントから見る学生の学び 

3.1 古典臨書  

 楷書臨書を 4 回、行書臨書を 4 回行った際の振

り返りコメントから、学生がどのような学びがで

きていたのかを見ていきたい。 
 まず、楷書臨書の振り返りコメントからわかる

学びである。例として学生Ａ～Ｃの振り返りコメ

ントを取り上げる。 
 
【学生Ａ楷書②『九成宮醴泉銘』】          

頑張った点：「成」や

「気」の字にあるそりを意

識したいと思い、この二文

字を練習した。前回の先生

のコメントで太さに緩急を

つけることを指摘されたの

で、今回はそれが出るよう

にできたと思う。また、三

画目までをコンパクトに収

めることもできたと思う。 
難しかった点・次回頑張りたい点：「気」の字は、「メ」

に当たる部分が「米」になっており、バランスを取るの

が難しかった。もう少し横画の重心を高くして、パー

ツが離れないようにしたいと思った。 

 
点画の太さの緩急の表現を課題として取り上

げ、練習に取り組んでいる様子が見られる。また、

表記が現在と異なる漢字の字形を捉えることの

難しさにも意識が向けられている。 
 
【学生Ｂ楷書③『孔子廟堂碑』】 

頑張った点：「明」は、偏と

旁が離れていたので、そこ

を意識した。「勤」は、偏と

旁の高低差が目立っていた

ので、普通の字とは差がで

るようにした。「舎」は上下

にずれがあったので、そこ

を表せるようにした。 
難しかった点・次回頑張り

たい点：しんにょうを初め

て書いて、のびのびとした字を書くのが難しかった。

細かいところを表すために、細い画で書くのも難しか

った。終筆をもっと丁寧にやわらかく書けるようにし

たい。 

 

 学生Ｂは上下、左右の組み合わせに着目し字形

を意識しながら臨書を行っている。いくつかの部

分から構成される漢字の場合、様々な配置による

構成で変化に富んだ字形を生み出しており、その

点を表現しようとする姿勢が見られる。 

 また、楷書で『孔子廟堂碑』の臨書に取り組ん

だ学生 5 名のコメントでは、『孔子廟堂碑』の特

徴である蔵鋒 2)の運筆について、自分なりの表現

で説明ができていた。例えば「穂先を丸めること

を意識した」「穂先を隠そうとして勢い余って墨

溜まりができてしまったり、丸めきれなくて始筆

がとがってしまったりした」「穂先をしまう」等、

それぞれに工夫のある表現がなされていた。 
 

【学生Ｃ楷書③『雁塔聖教序』】  

頑張った点：前回の課題で

あった線の細い・太いのメ

リハリをつけることと、

「大」の 3 画目の払いの形

を上手く書けるようにが

んばった。「唐」の 2 画目の

線の細さや「三」の横画の

太さの揺れの表現は、前回

に比べると納得のいく線

を書くことができた。また、

「三」と「蔵」を大きめに書いてしまうくせがあったの

で、できるだけコンパクトにまとまるように頑張った。 
難しかった点・次回頑張りたい点：線に意識を置いて

書いた分、字の大きさや位置のバランスが崩れてしま

った。細かい部分に意識をしつつ、全体を見ながら各々

のことを意識して次回は臨みたい。全体的に右上がり

の線がまっすぐになってしまったので、次回は頑張り

たい。今回は前回と同じ字を練習したため、次回は違

う字にも挑戦したい。 

 
 『雁塔聖教序』は楷書の中でも点画の変化が多

く、表現が難しい古典である。学生Ｃは同じ 4 文

字を 2 週にわたって臨書をし、点画の細かな運筆

力を身に付けようと取り組んでいる様子が見ら

れる。 
 楷書古典のそれぞれの特徴を自分で発見し、点

画を書くための運筆を探りながら練習している

ことが読み取れる。 
 学生Ａと学生Ｃのコメントでは「バランス」と

いう語が用いられている。非常に使いやすい語で

あるが、様々な要素を漠然と含む語であり、細か

い点を言葉で表現することができない。授業では
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書表現や運筆を言葉で的確に表現できる力を身

に付けることを目指しているため、「バランス」と

いう語を使わず表現するよう指導していたが、学

生Ａや学生Ｃのように思わず使用してしまって

いる様子が他の学生にも見られる。 

 では、次に、行草書臨書の振り返りコメント

を見ていく。例として、学生Ｄ～Ｆのコメント

を取り上げる。 

 

【学生Ｄ行草書③『風信帖』】 
頑張った点：前回同様「雲

書」の筆脈や流れを意識し

て書いた。前回よりもスム

ーズにかけている気がして

嬉しい。また、書という字

の横画のスペースができる

だけ均等になるように意識

した。「風」という字が古典

のように上が細く下に向け

て広がるという字形になる

ように意識した。「信」という字の一画目と最後

の画の部分の線の太さの変化や終筆を意識した。 

難しかった点・次回頑張りたい点：「書」という字の一

番長い横画とそれ以外の横画とのスペースが広がりす

ぎなように思う。次回は書き始めの位置をもう少し上

にすることを意識したい。また一番長い横画の太さが

均一になってしまっていることも気になる。始筆から

どう変わっているのかもう一度よく見直したい。「風」

という字がお手本のように上が細く下に向けて広がる

という字形になるように意識したが、まだまだ真四角

な字形になってしまっている。上を細く下を広く書く

ことが難しい。二画目をもっと右上がりに書くことを

次回は意識したい。 
  
 学生Ｄは一画一画や字形をかなり意識して臨

書している様子が見られる。「筆脈」「字形」「始筆」

「終筆」「横画」といった書写書道用語を的確に用

いながらコメントしており、それぞれの用語の理

解もできていると言えるであろう。 
 
【学生Ｅ行草書①『蘭亭序』】 

頑張った点：筆先の S 字の感

じは、横画の始筆のくるっと

回る筆使いで感じられたと

思います。始筆が蘭亭序は独

特で曲線的な感じがあった

ので、そこを表現できるよう

に頑張りました。筆圧に関し

てはあまり自覚できていな

かったのですが、「九」の 2 画

目の折れてからはねるまで

の流れや、「歳」の反りの部分でギュッと入ってスッと

抜いたまま最後のほうまで流れて最後のはねでまたグ

ッと力を入れる感じで少し感じられました。  
難しかった点・次回頑張りたい点：筆圧がなかなか活

かせられなかったので、次から表現として頑張りたい。

「和」や「年」など、次の点画につながる大胆な流れの

部分の筆遣いがどこまで筆を抜けばよいのか？筆圧を

弱めるのか？の具合が難しかったので何度も練習した

のですが、なかなかうまくいかなかった。 
  
楷書よりも行草書を書く際に多く活用される

筆圧を意識している。穂先の S 字の弾力を感じな

がら筆圧を体感している様子がうかがえる。様々

な始筆の変化も古典から把握できており、実際に

点画として表現することを試みている。また、筆

の抜き方や筆圧のコントロールは課題として挙

げられているが、それらが筆の表現にとって重要

であることの理解は深まっている。 
 
【学生Ｆ行草書②『蘭亭序』】 

頑張った点：行書と楷書の違

いが出せるように、墨を付け

直す回数を意識的に減らした。

その分掠れてしまう箇所が出

てきたが、流れは出せるよう

に思えた。お手本の中から筆

脈を捉えて、次に行くイメー

ジをしながら書かなければな

らないと思った。 
難しかった点・次回頑張りた

い点：墨をつける回数を減ら

したことで掠れが多くなって

しまったが、古典では墨がしっかりついているように

も見え、墨を付け直すタイミングの難しさを感じた。 
 

 行草書の流れ、勢いを意識しているコメントで

ある。墨継ぎを減らすことで、筆の流れを止めず

に継続できることが体験できている。また、点画

から点画への筆脈にも触れられており、行草書の

臨書は、楷書より点画のつながりを感じやすいよ

うである。 

 行草書臨書のコメントでは、全体的に点画や字

と字のつながり、筆圧といった、行草書の特徴的

な内容に関するものが多く見られた。「筆脈を意

識しなければ行書らしさがなくなってしまうと

思ったので、次の画への意識を図りながら書いた」

「古典に筆圧の変容が大きく見られた」など、行

草書臨書では楷書よりもさらに運筆の流れを感

じ、点画の変化を意識できていた。 
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3.2 創作 

 第 12～13 回の授業で創作を行った。第 12 回に

作品原稿を作成し、第 13 回・14 回で実際の創作

に取り掛かった。文言は自由に選び、書体は楷書

か行草書を使用することとした。 
3.2.1 原稿作成 

 書きたい文言を決め、字書 3)を使用し、原稿作

成を行った。字書の使用は、大学の他の書道授業

で使用したことのある学生以外は初めての経験

であり、1 つの漢字に様々な書体や表現があるこ

とに驚いていた。 
原稿作成では、最初から大筆で書くのではなく、

鉛筆か小筆を使用するよう指導した。学生のコメ

ントには「筆で書く時より鉛筆の方が線の細さや

太さを出すことができないからなのか、いつもよ

り字形に着目することができた。しかし、筆で書

いてみないと文字同士のつながりを感じづらい

と思った」「筆圧を感じやすい濃いめの鉛筆で書

いてみた。普段から使い慣れた筆記具のため、字

の大きさや形はとても捉えやすく書きやすかっ

た」「筆を持ったときよりも何度もやり直しがで

きるという安心感から、余裕を持って考えること

ができた」といった、鉛筆で書くことによる字形

把握のしやすさ、また、鉛筆と筆の表現の違いに

気付いている様子が見られた。 
 原稿作成については、「それぞれの字体の特徴

でいろいろな雰囲気を感じられて、選ぶのが面白

かった」「自分の好きな言葉で好きなデザインが

できるのはとても楽しいと感じた」のように自由

に作品を考える楽しさを感じていたり、一方で、

「字書に多くの字が挙げられていて、どれを選ぶ

のか迷った」「字の統一感を出すためにアレンジ

した」「同じ字でも選択する字の形によって全く

イメージが変わるため、なかなか最終決定するの

が難しかった」といったコメントにあるように、

字書で多くの字を見て参考にする難しさを感じ

ている様子も見られた。 
3.2.2 創作 

 創作へのコメントでは、まず、書の表現の工夫

が非常に詳しく書けて

いる学生が多かった。運

筆や字形に関わるもの

だけでなく、配置につい

て触れられているコメ

ントも見られた。例えば、

「メインとなる二文字

の配置と文字の大きさ、

空白の空け方などのレ

イアウトに関することをいつも以上に気に書け

た（学生Ｇ「京都」）」等である。 
また、創作での「かす

れ」を表現の一つである

ことを感じている様子も

見られた。「かすれさえも

味を出すための要素の一

つになり得るということ

を実感できた（学生Ｈ「愚

公移山」）」、「かすれにつ

いて、ただ字を書くだけ

ではなく、草書ならではの筆の運びを生かしてか

すれを出せたのがよかった」等である。 
表現の広がりについても感じ取れているコメ

ントも見られた。例えば、「今回は平安時代の行草

体を参考にして書きましたが、中国の草書体を見

ながら書くと、また違った雰囲気の作品になり、

行草体ではなく、楷書で書いてみた場合でも、始

筆の入る角度や筆脈が異なってくるため、全く異

なる印象を生み出すことができるのではないか

と思いました（学

生Ｉ「北斗」）」、

「「炭水化物減」と

いう少し滑稽な熟

語が行草書で表現

することでかっこ

よくなり、字体を

変えることで文字から受ける印象が大きく変わ

ることを実感し驚

いた（学生Ｊ「炭水

化物減」）」等である。 
さらに、集中して

創作に向き合い、自

主的、主体的に書に

向かう様子も確認

できた。「自分で選んだ字なので、いつもより主体

的に作品作りをすることができた」「何枚も練習

をしていく中でどこをどう直せばよいか不明確

で分からないという点では難しく感じたが、自分

がしっくりくる字を書くまで探究し続けるとい

うのはとても新鮮な活動だった」「線の強弱や文

字の構成といった部分に意識を向け、何度も書き

直しながら作品と向き合ったことで、書を書くこ

とに対する姿勢を学び取ることができたように

思う」等のコメントである。 
 
4．レポートから見る非対面授業 

 学生のレポートで非対面授業に関して記され
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ている部分から、非対面による授業を履修した学

生がどのように感じていたのかをメリット・デメ

リットの視点から見ていく。非対面履修 10 名、

対面履修 3 名、対面・非対面履修 1名である。学

生の通信環境については、2 名ほどが一時的につ

ながりにくくなる場合があったが、概ね問題なく

授業を履修できていた。 

 多く見られたのが「学習環境」に関わるコメン

トである。非対面のメリットとして最も多かった

のが「課題に集中できる」という内容で、7 名か

ら挙げられていた。 

・家で授業を受けていたため、落ち着いた環境でじ

っくり集中して作品づくりに取り組むことができ

た 

・周りを気にせず集中して活動に取り組むことがで

きた 

・自分のペースで、自分で納得のいくまで練習がで

きるところがよかった 

 周りの学生の書く様子、片づける音や話し声な

ども気にせず、課題に集中し、練習に取り組めて

いた様子がうかがえる。一方で、「リアルタイムで

の指導が受けられない」「他の学生の書く様子が

わからない」といったデメリットも 9 名の学生が

挙げていた。「リアルタイムで指導が受けられな

い」ことについては下記のコメントが挙げられる。 

・リアルタイムで指導が受けられ、改善していくこ

とができない 

・書いている最中に指導が受けられない 

・対面であれば、書く時の姿勢や筆の持ち方など、基    

本的な動作に関して見てもらうことができる 

 授業では、リアルタイムで質問等にも対応する

と学生に伝えていたが、「音声で質問すると、他の

学生に相談内容が聞かれてしまう」というコメン

トが見られた。他の学生に見られないチャット機

能を使用し、質問等をしてくる学生は毎時 2，3名

はいたが、実際に音声で指導を求めてきた学生は

非常に少なかった。対面であれば、質問など教員

へ自然に声をかけることが可能であるが、オンラ

イン上では目立ち過ぎてしまい、声を出すことを

躊躇していた学生もいたのであろう。 

 各学生へのコメント FB については、「何度も見

返すことができ、毎回意識できた」「コメントで自

分の改善点がわかり、次の練習に活かすことがで

きた」など、教員からのコメントを有効活用して

いる様子は見られたが、直接の指導を望んでいる

学生もいることが明らかとなった。 

 「他の学生の書く様子がわからない」に関する

コメントは以下となる。 

・直接皆の作品を見ることができないのがさびしか

った。 

・対面では作品対面では作品を見せ合ったりして意

欲の向上や新たなアイデアを得ることができたが、

オンラインで作品作りをしていた学生はあまりそ

ういった交流ができなかったのではないか。 

・他の学生がいる中で書くことにより、沢山の刺激

をもらえた。学生同士でお互いの字を見合うこと

により、客観的な意見をもらえたりしたので、切

磋琢磨できたと思います。 

 授業では最後に PC 画面上で作品交流を行って

いたが、それについては次のようなメリットを記

すコメントが多く見られた。 

・画面を通して皆が同じ作品を観ることができた。 

・オンラインでは他の人の作品が画面上で見られる

ため、対面の時のように「席の位置が遠いため見

えにくい」といった状況が起きず、他の学生の書

をよく観察できた。 

・画面いっぱいに作品が見られた。 

 このように、作品鑑賞の点ではメリットを感じ

ている学生も多かった。廣瀬（2020）が述べてい

るように、本実践でも作品鑑賞を非対面で行う有

効性が示唆される。 

 以上、非対面授業に関しての学生のコメントを

見てきたが、メリット・デメリット双方の視点か

らのコメントが挙げられていた。 

 

5．非対面書道授業の効果と課題 

 3．では学生の臨書・創作への振り返りコメント

から学生の学びについて、4．ではレポートから非

対面授業について、取り上げ、学生の学びの様子

や非対面授業のメリット・デメリットをどのよう

に受け止めているのか、確認を行った。それらを

基に、今回の非対面書道授業の効果と課題につい

てまとめることとする。 

 まず、教育的効果についてである。毎時の振り

返りや創作へのコメントから、学習目標である

「毛筆表現力の向上」ができ、「言葉で説明できる

力」を身に付けることができていた様子がうかが

える。創作へのコメントに「お手本などを観ずに

自分で創作する活動に取り組むことで、練習した

ことが少しずつであるが確実に自分の力になっ

ていることを実感することができた」と記してい

るものがあり、毎時の学習の効果を創作で感じて

いることがわかる。また、毎回の作品説明の共有

や振り返りコメントを繰り返すことにより、「自

分の作品の頑張ったところや改善点を説明して

きたので、言葉で説明する力もついた」と感じて

いる学生もおり、書道表現を言葉で表現すること

にも効果が出せていたと言えるであろう。 
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 課題として挙げられるのは、非対面授業でのリ

アルタイムでの対応や学生同士の交流である。リ

アルタイムでの対応を充実するためには、非対面

でも学生から自由に発言できる雰囲気を作る必

要があるであろう。授業では初対面の学生も多い

ため、グループ活動などを取り入れながら、非対

面でも発言しやすい環境作りが重要と考える。し

かし、指導面での対応では、学生の姿勢や筆の動

きやリズムなどをカメラでは把握ができず、リア

ルタイムでの指導はほぼ対応が不可能である。教

員から各学生へのコメント FB は何度も確認しな

がら練習に臨めるなどメリットは大きいが、リア

ルタイムでの対応はできず、コメント FB だけで

十分とは言えない。学生同士の交流でも、書かれ

た作品を鑑賞し合うことは可能であったが、作品

が書かれていく過程を共有することはできてい

ないという現状がある。順を追って作品を観てい

く時間を設けるなどの工夫はできるが、実際の筆

の動きを学生同士が共有するには対面が望まし

いと言えるであろう。 

 以上、非対面書道授業を通して、非対面の効果

と課題を見ることができた。教育的効果が見られ

た部分は今後も継続し使用しながら、更に工夫を

重ねていきたい。一方で、書道という実技指導・

学習を行っていく上で、対面でなければ対応でき

ない部分も具体的に明らかとなった。 

 対面、非対面による書道授業の学習効果につい

て、引き続き、実践的な研究を続けていきたい。 

 

注 

1）楷書を扱う「書道Ⅰ」が挙げられる。「書道Ⅰ」では、小中

学校書写で扱う楷書から古典楷書までの運筆を取り上げて

いる。 
2）蔵鋒とは、始筆の際、穂先を点画の中におさめかくすよう

にして運筆することであり、丸みが帯びた点画となる。（参

照：『書写・書道用語辞典』） 
3）字書は『大書源』（二玄社）DVD 版を使用し、授業内で文

字の検索を可能にした。 
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